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平成２２年度 理科総合Ａの学習（シラバス） 

 

１．科目名，単位数，履修学年，履修区分，使用する教科書 

科目名 理科総合Ａ 単位数 ３ 履修学年・区分     第１学年 

使用する教科書  理科総合Ａ 新訂版 （実教出版） 

副教材等  理科総合Ａ演習ノート 新訂版 （実教出版） 

 

２．学習目標 

 人類は，知識を獲得し科学技術を発展させることによって，さまざまな困難を乗り越え

今日の文明を築き上げました。しかし，便利さを追い求めてきたあまり，いろいろな弊害

が出てきていることもまた事実です。 

理科総合Ａでは，化学・物理分野に関する観察・実験などを通して，エネルギーと物質

の成り立ちを中心に，自然の事物・現象について理解するとともに，人間と自然とのかか

わりについて考えて，自然に対する総合的な見方や考え方を養うことを目標とします。 

 

３．学習方法 

① 雑誌や新聞，テレビ番組をよくチェックして，理科総合Ａの内容を扱ったものは意識

的に見るように心がけましょう。 

② ノートの書き方を工夫し，復習をしたときにわかりやすいようにまとめましょう。 

③ 実験・観察を行うときは，その目的を理解してから操作を行いましょう。実験の結果

を大切にし，その結果から何がわかるかをよく考えましょう。 

 

４．学習内容，学習活動，ねらい及び評価のポイント 

学期 月 学習内容（単元名） 学習活動・ねらい 
評価のポイント，課題，

提出物等 

第 

１ 

学 

期 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

序章 自然の探求 

１．物質とその利用 

２．エネルギーとその

利用 

 

第１章 物質の構成と

変化 

第１節 物質の構成単

位 

１． 身のまわりの

物質 

 物質とエネルギーが

日常の生活に深く関わ

っていることに気づく。 

 

 

 

 

 

 

物質の分離について，ま

た物質の基本成分とし

・物質やエネルギーにつ

いて自らの生活と結び

つけて考えられる。 

 

 

 

 

 

 

・物質の分離法を理解す

る。 
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２． 原子 

３． 電子は位置と

周期表 

４． イオン 

５． イオン結合と

イオン結晶 

６． 共有結合と分

子 

７． 金属結合と金

属 

ての元素について学ぶ。 

 

原子の構造に合わせ，イ

オンや分子とそれらの

結合について理解する。 

報告書（実験：塩水の蒸

留） 

・物質の種類について純

物質・混合物，単体・化

合物という観点から理

解する。 

・物質の構成単位として

の原子・分子・イオン等

の構造を理解している。 

報告書（実験：硫黄の同

素体） 

報告書（実験：アルカリ

金属の性質） 

第１学期中間考査 範囲 教科書Ｐ．６～Ｐ．２７ 

第２節 物質の量と反

応の量的関係 

１． 原子量・分子

量・式量 

２． 物質の量 

３． 化学変化とそ

の量的関係 

 

第３節 物質の変化 

１． 気体と状態変

化 

２． 化学変化とエ

ネルギー 

３． 酸と塩基 

４． 中和反応とエ

ネルギー 

５． 酸化還元反応 

６．酸化還元反応とエ

ネルギー 

原子量の意味を理解

し，分子量や式量を求め

られるようになる。 

化学変化を化学反応

式を用いて考え，エネル

ギーの変化も理解する。 

物質の状態変化を熱

エネルギーとの関連で

理解する。 

酸と塩基の性質を知

り，その尺度であるｐH

も理解する。 

中和反応とエネルギ

ーの出入りについて理

解する。 

酸化還元反応を酸素

のやりとりと電子のや

りとりの両面から理解

する。 

・原子量，分子量，式量

について理解する。 

・化学反応の際の反応物

と生成物の量的な関係

を化学反応式を元に考

えられる。 

 

・状態変化と化学変化の

違いを理解する。 

報告書（実験：水の状態

変化） 

・中和反応で水と塩が生

成されることを理解す

る。 

報告書（実験：中和反応） 

・酸化反応と還元反応と

を正確に理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

第１学期期末考査 範囲 教科書Ｐ．２８～Ｐ．５２ 
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第２章 物質の利用 

第１節 日常生活と物

質 

１． 金属の利用 

２． プラスチック

の利用 

３． セラミックス

の利用 

４． 半導体・磁性体

の利用 

５． 物質の製造と

エネルギー 

身近な物質の特性や

利用について具体的に

学習する。 

 

 

 

 

 物質の製造にはエネ

ルギーが必要であるこ

と，リサイクルがエネル

ギーの節約に有効であ

ることを理解する。 

・金属やプラスチックな

どと日常生活との関わ

りや，それぞれの物質の

特性や問題について考

えられる。 

第２節 生物のつくる

物質 

１． 生物から得ら

れる物質 

２． 微生物の利用 

３． 酵素反応とそ

の利用 

４． 生物と物質の

かかわり 

生物が人間にとって

有用な物質を作ること，

人々がそれを生活に役

立てていることを知る。 

人が作り出した物質

が環境に予期せぬ影響

を与えていることを学

ぶ。 

・生物の作り出す物質に

よって人間の生活が支

えられていることを知

る。 

・人工的に合成された物

質が植物連鎖を通して

生物や環境に与える影

響について理解してい

る。 

報告書（物質の利用と私

たち） 

第２学期中間考査 範囲 教科書Ｐ．５４～Ｐ７２ 

第 

２ 

学 

期 

９ 

 

 

 

 

 

 

１

０ 

 

 

 

 

 

 

１

１ 

 

 

 

 

 

 

１

第３章 いろいろなエ

ネルギー 

第１節 運動と力 

１． 物体の運動と

速さ 

２． 速さの変化す

る運動 

３． 力の性質 

４． いろいろな力 

５． 力と運動 

第２節 仕事とエネル

ギー 

力の働きについて学

び，加速度運動や力の種

類と性質について理解

する。 

 

 

 

 

 

 

仕事の定義や力学的エ

ネルギーの変換や保存

・等速直線運動と等加速

度直線運動の違いと、そ

れぞれの運動の特徴を

理解している。 

・加速度の定義および力

と加速度の関係を理解

し、運動方程式を立てて

解くことができる。 

 

 

・仕事とエネルギーが等

価のものであることを
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１． 仕事とエネル

ギー 

２． 運動エネルギ

ー 

３． 位置エネルギ

ー 

４． 力学的エネル

ギー保存の法則 

など，力学の基本的なエ

ネルギー概念を理解す

る。 

理解している。 

・力学的エネルギー保存

の法則を利用し式を立

て、解くことができる。 

報告書（実験：ｼﾞｪｯﾄｺｰｽ

ﾀｰ） 

第２学期期末考査 範囲 教科書Ｐ．７４～Ｐ．９１ 

２ 

第３節  熱エネルギ

ー・電気エネルギー 

１．熱と温度 

２．熱と仕事 

３．電流と電圧 

４．電気エネルギー 

 熱エネルギーの性質

を学び，熱による仕事を

行う熱機関と熱効率に

ついてあわせて理解す

る。 

 電気エネルギーとそ

の仕事について理解す

る。 

・熱や電気もエネルギー

の一種であることを理

解している。 

・熱や電気と仕事の関係

について理解している。 

報告書（実験：位置エネ

ルギーの熱変換） 

第４節 エネルギーの

変換と保存 

１． いろいろなエ

ネルギーの変換と

保存 

２． 核エネルギー 

３． 化学エネルギ

ー・波のエネルギ

ー 

 エネルギーには多く

の種類があるが，変換を

経てもその総量は変わ

らないことを理解する。 

 核エネルギーや化学

エネルギー・波のエネル

ギーそれぞれの性質を

知る。 

・すべてのエネルギーに

ついてエネルギー保存

の法則が成り立ってい

ることを理解し、さら

に、エネルギーと仕事の

関係について理解して

いる。 

 

第 

３ 

学 

期 

１ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 資源の開発と利

用 

第１節 エネルギーと

人間生活 

１． 化石燃料と原

子核エネルギーの

利用 

２． 太陽エネルギ

ーの利用 

３． エネルギー資

 蓄積型エネルギーと

非蓄積型エネルギーの

違いについて学ぶ。 

 化石燃料や原子力発

電の原理や問題点を理

解する。 

 

 太陽エネルギーを起

源とする非蓄積型エネ

ルギーの利用について

・蓄積型エネルギーと非

蓄積型エネルギーの違

いを理解し，エネルギー

資源の有限性を考えら

れる。 

・化石燃料や原子力発電

のもたらす問題がある

ことを理解している。 
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源の課題 

 

 

第２節 鉱物資源の開

発と利用 

１． 鉱物資源の種

類と利用 

２． 鉱物資源の分

布 

３． 資源の探査と

開発 

４． 資源とエネル

ギー 

学ぶ。 

 

 

 種々の地下資源の特

性や有限性，探査方法，

再利用について理解す

る。 

 資源とエネルギーの

将来を考える。 

 

 

 

・鉱物資源の種類や分

布，その探査方法などを

理解している。 

報告書（観察：鉱物標本） 

・資源の開発や再利用の

必要性を理解している。 

報告書（資源利用とその

問題点） 

学年末考査 範囲 教科書Ｐ．９２～Ｐ．１２８ 

 

 

３ 

第５章 科学・技術の進

歩と人間生活 

１． 課題研究にあ

たって 

２． 放射線の利用 

３． 資源リサイク

ル 

４． 医療機器 

５． 宇宙開発 

６． 情報技術 

７． 物質とエネル

ギーの過去・現

在・未来 

 科学技術の成果と今

後の課題について考察

し，科学技術と人間生活

の関わりについて探求

する。 

 

課題の設定や調査の

仕方など課題研究の方

法を学ぶ。 

・科学技術は人間生活を

豊かにもするが，地球全

体に悪影響を与えるこ

ともあることを理解す

る。 

 

・科学技術と人間生活に

ついて課題を設定し，必

要な調査研究を行うこ

とができる。 

課題研究（科学・技術の

進歩と人間生活） 

 

５．学習評価 

（１）評価の観点及び内容について 

  以下に示す四つの観点に基づき，学習内容のまとまりごとに評価を行い，学年末に５

段階の評定に総括します。なお，学習計画に示された「評価のポイント」は四つの観点と

結びついた具体的な評価基準と考えます。 

評 価 の 観 点 お よ び 内 容 

１．自然の事物・現象に関する「関心・

意欲・態度」 

化学や物理の現象に関心や探究心を持ち，意欲的に

それを探究するとともに，科学的態度を身につけて
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いる。 

２．科学的な「思考・判断」 化学や物理の現象の中に問題を見いだし，観察，実

験などを行うとともに，事実を実証的・論理的に考

えたり，分析的・総合的に考察したりして，問題を

解決し，事実に基づいて科学的に判断する。 

３．「観察・実験の技能・表現」 化学や物理の現象に関する観察，実験の技能を習得

するとともに，それらを科学的に探究する方法を身

に付け，観察，実験の過程や結果およびそこから導

き出した自らの考えを的確に表現する。 

４．自然の事物・現象に対する「知識・

理解」 

観察，実験などを通して化学や物理の現象について

の基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に

付けている。 

 

（２）「評価の観点」の評価方法について 

評価方法 観点 観点１ 観点２ 観点３ 観点４ 備考 

学習状況の観察 ◎ ◎ ◎ ○ 授業中の態度。 

提出物 ○ ○ ◎ ○ プリントや問題集。 

ノート ◎ ○ ○ ○ 年５回提出。再提出あり。 

定期考査 ○ ◎ ○ ◎ 年５回考査。 

（◎は観点の中で特に重視するという意味です。） 

 


